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◉
論
考

改
名
披
露
絵
入
俳
諧
摺
物
懐
紙
帖
　
―
翻
字
と
解
題
―�

井
上
　
敏
幸

　
　
　
　
翻
字

古
松　

下
り
藤　
　
　
　

玉
梅
齋
東
旭
画 

菅原

（
白
文
）

　
　
　
　
　
　
　

図　

水
辺
蕨

や
よ
ひ
半
頃
ひ
と
日
、
松
窓
を
招
て
、

ひ
め
も
す
語
り
合
し
に
、
予
誹
道
に

執
心
な
る
事
を
感
し
、
元
祖
一
漁
よ
り

四
世
傳
へ
來
り
し
点
譜
、
少
し
形
を
か
え
て

其
侭
に
写
し
、
又
表
徳
別
号
を
添
て

お
く
り
ぬ
。
そ
の
志
を
得
る
事
、
此
道
の
規
模

と
や
い
は
ん
。
永
く
門
葉
の
し
る
し
に
、

一
句
を
綴
り
て
、
申
は
へ
る
、　　
　
　
　
秀
山
改

初
月
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
秀

能
た
か
ら

　
　

握
り
つ
め
た
る

　
　
　
　
　
　

蕨
か
な

　

寄
松
祝

生
先
は
霞
に

　
　

向
や
小
松
原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一藤
窓

秀

　

御
名
あ
ら
た
め
、
御
点
ひ
ら
き
を
、

　
　
　
　
　

お
の
〳
〵
祝
し
奉
り
て

藤
に
そ
の
齢
も

　
　

ゆ
つ
れ
岸
の
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園櫻
婦
人美　

　
　
　

」
１
折
表

　
　
　

其　

引

浪
傳
ふ
鶴
も
長
閑
し
和
哥
の
浦　
　
　
　
　
　
　

秀赤
田
改詩

捧
た
る
桜
尊
き
に
ほ
ひ
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀帰
若
改雅

鳥
の
跡
長
く
傳
ふ
や
松
に
藤　
　
　
　
　
　
　
　

秀梅
露
改鯉

松
と
共
に
八
千
代
も
咲
や
藤
の
花　
　
　
　
　
　

秀梅
卜
改漁

撰
わ
け
て
名
高
き
菊
の
若
根
か
な　
　
　
　
　
　

秀㕝
長
改和

松
風
に
連
て
尊
し
神
の
藤　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀五
栁
改東

葉
に
か
は
る
梅
の
香
高
し
弥
生
空　
　
　
　
　
　

露
卜

松
か
枝
も
匂
ふ
心
や
ふ
し
の
は
な　
　
　
　
　
　

雨
暁
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（１ 折 表 ）

（１ 折 裏 ）
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（２ 折 表 ）

（２ 折 裏 ）
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幾
千
代
の
栄
や
松
の
若
み
と
り　
　
　
　
　
　
　

初
酔

藤
咲
や
此
老
松
に
い
つ
ま
て
も　
　
　
　
　
　
　

五
隺

い
く
千
代
を
捧
る
松
や
春
の
色　
　
　
　
　
　
　

帰
夕

千
秋
の
盛
り
を
菊
の
根
分
哉　
　
　
　
　
　
　
　

隺
聲

幾
千
代
の
栄
や
傳
ふ
松
に
藤　
　
　
　
　
　
　
　

二
紅

　
　
　
　

○

仰
見
る
藤
の
位
や
根
も
た
し
か　
　
　
　
　
　
　

園
女

　
　
　
　

軸

御
表
徳
の
一
字
を
乞
は
せ
た
ま
ひ
、

恐
多
く
も
、
た
ゝ
ち
に
捧
ぬ
る
事

の
あ
り
か
た
く
、
猶
御
点
式
披
を

祝
し
奉
て

香
も
高
き
御
手
は
し
め
の
新
茶
哉　
　
　
　
　
　

一釣
月
堂漁

　

天
明
七
丁
未
季
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
折
裏

満
開
の
桜
樹　
　
　
　
　

玉
梅
齋
東
旭
画 

富
（
白
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　

図

舞
鶴
五
羽
（
空
摺
）

隺
婦
人
の
門
に
入
て
、
表
と
く
別
号

点
式
を
乞
う
け
、
花
鳥
の
交
り
ふ
か
く
、

こ
の
道
に
た
と
り
よ
き
事
の
う
れ
し
く
、

其
寿
を
お
よ
は
ぬ
筆
に
染
て
、

　
　

爰
に
う
つ
し
は
へ
る

此
う
へ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

秀
扇
改

隺
風
亭

　
　

ね
か
ひ
ハ
あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
美

　
　
　
　
　
　
　

花
に
鳥

　
　

寄
鶴
祝

羽
た
ゝ
き
も
千
歳
の

　
　
　
　

数
や
春
の
鶴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一初
月
堂秀

　
　

隺
婦
の
ぬ
し
を
賀
し
て

霞
て
も
千
里
に

　
　
　

高
し
つ
る
の
聲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園櫻
婦
人美　

　
　

」
２
折
表

　
　
　
　

寄
鶴
祝

丹
頂
も
羽
を
伸
す
野
辺
や
春
静　
　
　
　
　
　
　

秀
詩

静
さ
や
隺
の
舞
ふ
日
を
千
代
の
春　
　
　
　
　
　

秀
雅

芦
田
鶴
の
声
春
深
し
和
哥
の
浦　
　
　
　
　
　
　

秀
鯉

長
閑
さ
や
よ
み
尽
さ
れ
ぬ
千
羽
鶴　
　
　
　
　
　

秀
漁

一
の
し
に
日
の
出
の
隺
や
い
か
の
ほ
り　
　
　
　

秀
和

鶴
舞
ふ
や
庭
に
千
と
せ
の
影
長
閑　
　
　
　
　
　

秀
東

空
に
聲
地
に
又
千
代
の
春
の
隺　
　
　
　
　
　
　

露
卜

長
閑
さ
や
旭
豊
に
鶴
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
酔

隺
舞
ふ
や
の
と
け
き
空
に
聲
も
な
し　
　
　
　
　

五
隺

 

い
に
羽
を
伸
す
隺
や
日
の
麗　
　
　
　
　
　
　

帰
夕

長
閑
さ
や
此
浦
松
に
千
羽
鶴　
　
　
　
　
　
　
　

隺
声

麗
に
寿
く
つ
る
の
遊
ひ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

二
紅
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○

　
　
　

 

る
世
や
名
も
高
き
鶴
ヶ
岡　
　

 　
　
　
　

一松
窓

漁

　
　
　
　

軸

櫻
婦
雅
君
ハ
、
月
雪
花
の
情
に
ふ
か
く
、

　
　
　

小
女
の
風
流
を
し
た
ひ
て
、
こ
た
ひ

門
に
入
給
ひ
、
御
名
あ
ら
た
め 　
　

に

　
　
　
　
　
　

一
句
を
こ 　
　

て

み
し
春
の

　
　
　
　

 　
　

　

天
明
ひ
つ
し
の

　
　
　
　
　

い
や
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

」
２
折
裏

　
　
　
解
題

近
時
、
た
ま
た
ま
架
蔵
に
帰
し
た
俳
諧
摺
物
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
く
。
内
容
は
、

標
題
に
示
し
た
通
り
改
名
の
折
の
俳
名
披
露
の
摺
物
で
あ
る
が
、
本
誌
の
誌
面
を

借
り
て
わ
ざ
わ
ざ
翻
字
紹
介
を
お
願
い
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
報
告
例
が
少
な
い

と
思
わ
れ
る
天
明
期
の
空
摺
を
用
い
た
豪
華
な
多
色
摺
の
摺
物
懐
紙
で
あ
り
、
江

戸
座
の
大
名
俳
諧
の
内
側
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
好
資
料
と
い
え
る
か

ら
で
あ
る
。
最
初
に
書
誌
的
事
項
を
記
し
、
続
い
て
俳
人
達
と
絵
師
の
考
証
を
試

み
た
上
で
、
こ
の
摺
物
の
価
値
等
々
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
解
説
を
加
え
る
こ
と
に

す
る
。

 

書
誌　

奉
書
紙
（
い
わ
ゆ
る
大
奉
書　

縦
四
十
三
・
〇
糎
×
横
五
十
六
・
六
糎
）

を
懐
紙
折
（
折
目
を
下
に
す
る
）
に
し
た
懐
紙
（
縦
二
十
一
・
五
糎
×
横
五
十
六
・

六
糎
）
二
枚
を
重
さ
ね
、
右
端
を
、
紅
白
（
紅
の
色
は
ア
セ
て
い
る
）
の
水
引
き

で
綴
じ
た
も
の
。
摺
面
は
、
懐
紙
の
一
枚
目
と
二
枚
目
の
各
表
裏
の
四
面
で
あ
る
。

懐
紙
第
一
枚
目
表
の
右
三
分
の
一
に
豪
快
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
「
玉
梅
斎
東
旭
」

画
の
「
古
松
・
下
り
藤
・
水
辺
蕨
図
」
落
款 

菅原

（
白
文
縦
一
・
三
×
横
一
・
二
糎
）

が
あ
り
、
続
い
て
発
句
三
句
を
収
め
、
懐
紙
第
一
枚
目
裏
に
は
、「
其
引
」
十
四
句

が
あ
り
、
末
尾
に
「
天
明
七
丁
未
季
春
」（
一
七
八
七
年
）
の
年
季
が
記
さ
れ
て
い

る
。
懐
紙
第
二
枚
目
は
、
表
の
右
端
よ
り
三
分
の
一
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
第
一
枚
目

と
同
様
に
、
玉
梅
斎
東
旭
が
描
い
た
「
満
開
の
桜
樹
・
舞
鶴
五
羽
（
空
摺
）
図
」

落
款 

富
（
白
文
縦
〇
・
八
×
横
〇
・
九
糎
）
が
あ
り
、
続
い
て
発
句
三
句
を
記
す
。

懐
紙
第
二
枚
目
裏
に
は
、「
寄
鶴
祝
」
発
句
十
三
句
を
載
せ
、
末
尾
に
年
季
「
天
明

ひ
つ
し
の
い
や
よ
ひ
」
と
記
す
。
た
だ
し
、「
寄
鶴
祝
」
の
第
十
三
句
目
の
上
五
は

破
れ
の
た
め
に
、
ま
た
「
軸
」
の
詞
書
と
発
句
の
大
部
分
は
、
ヨ
ゴ
レ
と
文
字
の

カ
ス
レ
（
消
滅
）
の
た
め
に
判
読
不
可
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
判
読
不
可
の
部
分

が
生
じ
た
理
由
は
、
こ
の
懐
紙
帖
が
三
ツ
折
の
形
で
保
存
さ
れ
、
そ
の
最
上
面
と

な
っ
た
ま
ま
、
年
月
を
経
過
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
中
の
空

白 
 

が
文
字
カ
ス
レ
（
な
い
し
は
消
滅
）
の
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

さ
て
、
本
懐
紙
帖
の
板
行
は
、
第
一
枚
目
が
俳
名
秀
山
を
一
秀
に
、
ま
た
第
二

枚
目
が
秀
扇
を
園
美
に
改
め
た
際
の
新
し
い
俳
名
披
露
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
が
、
こ
の
一
秀
・
園
美
の
名
は
、
現
在
の
俳
諧
関
係
の
辞
典
類
に
は
見
い

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
懐
紙
の
一
秀
の
発
句
「
能よ
き

た
か
ら
」
の
詞
書

と
園
美
の
発
句
「
此こ
の

う
へ
の
」
の
詞
書
と
を
読
み
、
両
者
の
俳
人
と
し
て
の
在
り

様
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
第
一
枚
目
の
一
秀
か
ら
見
て
み
る
と
、「
私

は
、
天
明
七
年
三
月
半な
か
ばの

あ
る
日
、
私
の
俳
諧
の
師
「
松
窓
一
漁
」
を
招
い
て
、
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終
日
語
り
合
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
一
漁
は
、
私
の
「
誹
道
」
に
対
す
る

熱
心
さ
に
感
じ
入
り
、
師
が
元
祖
一
漁
よ
り
四
代
に
渡
っ
て
伝
え
ら
れ
て
来
た
点

譜
に
、
少
し
だ
け
訂
正
を
加
え
た
新
し
い
点
譜
の
使
用
を
許
し
、
同
時
に
新
し
い

俳
名
と
新
し
い
別
号
を
、
私
に
与
え
て
く
れ
た
。
私
は
、
望
み
が
叶
え
ら
れ
た
わ

け
で
、「
誹
道
」
に
志
す
も
の
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い
名
誉
を
得
た
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
私
は
、
四
世
一
漁
宗
匠
の
門
人
と
し
て
末
永
く
こ
の
道
に
励
む
こ
と

を
誓
っ
て
、
こ
の
一
句
を
詠
ん
だ
と
い
う
次
第
で
す
、
と
述
べ
て
、
こ
れ
ま
で
の

俳
名
秀
山
を
一
秀
に
改
め
、
別
号
初
月
堂
と
藤
窓
を
名
乗
る
こ
と
を
自
祝
し
、
世

に
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
第
二
枚
目
の
園
美
を
見
て
み
る
と
、
私
は
、
隺
婦
人
（
四
世
一
漁
婦
人
園

女
）
の
門
人
と
な
っ
て
、
今
回
新
た
な
俳
名
と
別
号
、
そ
れ
に
点
式
を
も
頂
戴
す

る
こ
と
が
で
き
た
。「
誹
道
」
に
お
け
る
交
り
は
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
深
く
な
る

だ
ろ
う
こ
と
が
予
感
さ
れ
、
こ
の
目
出
度
さ
を
そ
の
ま
ま
詠
ん
だ
の
が
こ
の
句
で

す
、
と
述
べ
て
、
一
秀
同
様
に
自
祝
し
世
に
広
め
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。

園
美
の
場
合
、
具
体
的
に
は
、
師
園
女
に
乞
う
て
、
こ
れ
ま
で
の
俳
名
秀
扇
を
園

美
に
改
名
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
新
し
い
別
号
、
隺
風
亭
と
櫻
婦
人
の
二
つ
を
与

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
見
て
き
た
如
く
、
本
懐
紙
帖
板
行
の
目
的
は
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る

が
、
肝
心
の
一
秀
・
園
美
二
人
が
、
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
そ
の
手
懸
り
を
す
ら
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

い
ま
、
一
秀
・
園
美
に
つ
い
て
の
探
索
の
前
に
、
二
人
の
師
で
あ
る
四
世
一
漁

と
園
女
の
人
物
像
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
を
見
て
み
る
と
、
簡
略
な
が
ら
具
体

的
な
も
の
に
、
加
藤
定
彦
著
『
俳
諧
點
印
譜
』
付
載
の
人
物
注
記
の
記
事	（
１
） 

が
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
世
一
漁
は
、
松
窓
・
釣
月
堂
・
睡
鴎
亭
等
と
号
す
。
初

め
春
堂
門
で
、
春
当
。
の
ち
三
世
一
漁
門
で
鶴
海
氏
。
初
め
下
村
氏
、
堤
亭
又
甥
。

妻
は
三
世
一
漁
の
娘
園
女
。
江
戸
座
の
宗
匠
と
し
て
の
活
躍
は
、
年
間
高
点
句
集

『
種
卸
』
四
十
編
を
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
初
編
か
ら
十
編
ま
で
を
堤
亭
の

号
で
出
し
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
年
の
十
一
編
か
ら
文
化
十
一
年
（
一
八
一

四
）
の
四
十
編
ま
で
を
一
漁
の
号
で
、
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
刊
行
を
続
け
た
こ

と
が
特
記
さ
れ
る
。
一
方
、
園
女
に
つ
い
て
も
前
掲
加
藤
氏
『
俳
諧
點
印
譜
』
の

人
物
注
記
「
寬
連
舎　

園
女
」
の
項	（
２
） 

に
詳
し
い
。
園
女
は
、
三
世
一
漁
の
娘
で
、

初
め
は
風
窓
湖
十
門
。
別
号
に
「
隺
（
鶴
）
婦
人
・
堤
窓
・
蓬
莱
軒
・
推
敲
庵
・

台
天
花
十
」
等
が
あ
り
、
後
に
四
世
一
漁
の
妻
と
な
る
。
園
女
は
、
点
取
俳
諧
女

流
宗
匠
と
し
て
活
躍
し
、『
誹
諧
觽
』『
種
卸
』
等
の
高
点
句
集
刊
行
に
か
か
わ
り
、

ま
た
、
俳
書
『
俳
諧
百
千
鳥
』（
寛
政
六
年
刊
）
等
を
編
み
、『
増
補
俳
諧
所
名
集
』

（
文
化
七
年
刊
）
の
序
文
を
書
く
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。こ

の
四
世
一
漁
・
園
女
夫
婦
を
そ
れ
ぞ
れ
師
と
し
た
一
秀
・
園
美
も
、
お
そ
ら

く
夫
婦
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
も
大
名
の
夫
婦
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
せ
る
一
連
の
記
載
が
、
四
世
一
漁
編
の
天
明
八
年
正
月
板
行
の
『
誹
諧
種
卸
』

第
十
四
篇
中
に
あ
る
。
高
点
句
集
『
誹
諧
種
卸
』
第
十
四
篇
は
、
一
漁
側
に
属
す

る
宗
匠
全
員
（
園
女
も
そ
の
一
人
）
が
、
一
年
間
に
点
を
施
し
た
俳
諧
連
歌
の
中

で
、
高
い
点
を
与
え
た
付
句
（
第
十
四
篇
は
十
二
点
以
上
）
を
集
め
た
も
の
で
、

付
句
の
作
者
名
を
書
き
入
れ
な
い
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
漁
の
『
誹

諧
種
卸
』
で
は
、
跋
文
の
代
り
だ
と
い
う
こ
と
で
最
後
の
数
丁
に
、「
四
季
発
句
混

雑
」
な
る
欄
を
設
け
、
そ
の
年
に
注
目
さ
れ
た
門
人
達
の
発
句
を
俳
名
入
り
で
載

せ
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
第
十
四
篇
は
、
天
明
七
年
の
高
点
の
付
句
を

前
半
二
十
九
丁
に
収
め
、
終
り
の
五
丁
が
、「
四
季
発
句
混
雑
」
に
当
て
ら
れ
て
い
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る
が
、
そ
の
中
に
、「
初
月
堂
一
秀
子
」
と
「
鶴
風
亭　

女　

園
美
」
の
発
句
と
、

「
一
秀
」
の
改
名
の
た
め
に
、
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
改
名
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

「
一
長
」
に
つ
い
て
の
記
事	（
３
） 

が
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
部
分
を
引

用
し
て
み
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

四
季
発
句
混
雑

か
わ
ら
す
、
社
中
諸
君
子
所
記
発
句
を
乞
請
て
、

爰
に
写
し
此
集
の
跋
と
す

は
つ
鮒
や
栁
の
糸
も
の
ひ
る
頃　
　
　
　
　
初
月
堂
一
秀
子

巣
廻
り
そ
逸
物
は
や
き
深
山
哉　
　
　
　
　
　

ゝ

そ
め
て
散
は
し
め
や
今
朝
の
桐
一
葉　
　
　
　

ゝ

子
こ
ゝ
ろ
に
力
出
し
て
や
蕪
引　
　
　
　
　
　

ゝ

南
枝
花
七
野
の
兄
そ
日
野
の
春　
　
　
　
　
短
長
斎
国
字
子　
　
　

」
２９・オ

　

 

（
三
句
略
）

志
賀
寺
や
花
を
湯
に
く
む
桜
時　
　
　
　
　
鶴
風
亭　

女　

園
美

蝶
々
の
廿
日
庵
と
ふ
ほ
た
ん
か
な　
　
　
　
　

ゝ

水
に
迄
秋
見
よ
と
て
や
鮎
の
錆　
　
　
　
　
　

ゝ

山
茶
花
や
雪
の
庵
の
道
し
る
へ　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　
　
　

」
２９・ウ

　
　
　
　

 

（
中
略
）

先
師
一
漁
翁
の
門
葉
に
し
て
、
一
洲
の
名
を
乞
請
、
古
く
釣
月
堂
の
窓
下
に
遊

ふ
事
久
し
。
今
と
し
社
中
に
、
一
秀
と
称
し
奉
る
大
君
子
あ
り
。
別
字
な
り
と

い
へ
と
も
、
同
音
な
れ
は
、
自
ら
恐
れ
奉
、
一
長
と
名
改
し
て
、
長
く
此
道
に

あ
そ
ひ
、
種
卸
の
た
ね
尽
せ
ぬ
春
の
寿
を
、
諷
ひ
侍
ぬ
。

梅
さ
く
や
な
を
も
莟
の
若
枝
よ
り 　
　
一
洲
改　

一
長

　

名
改
を
賀
し
て

一
声
も
長
き
誉
れ
や
金
衣
鳥 　
　
四
世　
　

 

一
漁　
　
　

」
３１・オ

二
十
九
丁
表
冒
頭
に
「
初
月
堂　

一
秀
子
」
の
四
句
が
あ
り
、「
短
長
斎　

国
字

子
」
の
四
句
を
間
に
置
い
て
、
二
十
九
丁
裏
に
「
鶴
風
亭　

女　

園
美
」
の
四
句

が
続
い
て
い
る
。「
短
長
斎　

国
字
子
」
も
何
者
か
分
か
ら
な
い
が
、「
子
」
が
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
一
秀
子
」
に
等
し
い
高
い
身
分
の
者
で
あ
っ
て
、「
女 

 

園
美
」
の
次
に
置
く
こ
と
が
憚
ら
れ
、
仕
方
な
く
「
女　

園
美
」
の
前
に
挿
し
込

ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
園
美
」
に
付
さ
れ
た
「
女
」
の
意
味
は
い
ま
一
つ
判

然
と
し
な
い
け
れ
ど
も
、「
一
秀
子
」
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
編
者
一
漁
が
承
知
し
て

い
た
た
め
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
一
応
、
こ
こ
で
は
解
釈
し
て
お

く
こ
と
に
す
る
。「
一
秀
」
を
「
一
秀
子
」
と
呼
ん
だ
用
例
は
他
に
見
い
出
せ
ず
、

こ
の
資
料
で
は
、
残
念
な
が
ら
「
一
秀
子
」
が
誰
れ
な
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
の

で
あ
る
が
、
三
十
一
丁
裏
の
「
今
と
し
社
中
に
一
秀
と
称
し
奉
る
大
君
子
あ
り
」

と
い
う
一
文
に
は
、
や
は
り
高
貴
な
人
物
、
即
ち
れ
っ
き
と
し
た
大
名
を
髣
髴
と

さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。「
今
年
」
と
は
、
天
明
八
年
正
月
元
旦
刊
の
『
誹
諧
種
卸
』

か
ら
考
え
て
明
ら
か
に
「
天
明
七
年
」
を
い
っ
て
い
る
わ
け
で
、
い
ま
紹
介
し
て

い
る
こ
の
懐
紙
帖
の
「
一
秀
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
も
な
い
で
あ
ろ

う
。
一
漁
が
、
あ
え
て
「
一
秀
」
改
名
に
関
連
し
て
の
「
一
長
」
改
名
の
顚
末
を

記
し
た
の
も
、
先
代
よ
り
の
古
参
の
門
人
一
洲
の
、「
洲
」
の
音
が
、「
秀
」
と
同

音
と
な
る
こ
と
を
「
恐
れ
奉
」
っ
た
結
果
、「
一
洲
」
に
頼
み
込
ん
で
「
一
長
」
に

改
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
明
確
に
記
し
、
一
洲
と
広
く
門
人
達
の
理
解
を
得
る
こ

と
に
務
め
た
結
果
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
漁
の
気
の
使
い

方
に
、「
一
秀
子
」
が
た
だ
者
で
は
な
く
、
有
力
な
「
大
名
」
を
思
わ
せ
る
も
の
が

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

「
一
秀
子
」
を
「
大
名
」
と
考
え
た
場
合
に
、
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
い
ま
一
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つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
名
の
点
取
誹
諧
に
お
い
て
は
、
夫
婦
が
共
に
各
自
の
宗
匠

よ
り
点
印
と
点
式
を
与
え
ら
れ
、
点
者
と
な
っ
て
互
い
に
点
を
付
け
合
っ
て
は
、

点
取
俳
諧
を
楽
し
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
大
名
に
、
熊
本
藩
第
六
代
細
川

重
賢
俳
号
花
裏
雨
と
正
室
蘭
舟	（
４
）、
鶴
岡
藩
第
九
代
酒
井
忠た

だ

徳あ
り

俳
号
凡
兆
と
正
室

玉
兆	（
５
）、
島
原
藩
第
九
代
松
平
忠た

だ

馮よ
り

俳
号
升
来
と
正
室
鶴
媛	（
６
） 

な
ど
が
あ
り
、

伊
藤
善
隆
氏
に
よ
れ
ば
、
八
戸
藩
第
七
代
南
部
信
房
俳
号
畔
李
は
、
側
室
の
李
洲

と
点
取
俳
諧
を
楽
し
ん
だ
と
い
わ
れ
る	（
７
）。
こ
れ
ら
の
例
に
よ
っ
て
、「
一
秀
子
」

と
「
園
美
」
が
大
名
夫
婦
で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

い
ま
大
名
夫
婦
で
点
取
俳
諧
を
楽
し
ん
だ
例
と
し
て
、
熊
本
の
細
川
重
賢
、
鶴

岡
の
酒
井
忠
徳
、
島
原
の
松
平
忠
馮
の
三
名
を
挙
げ
た
が
、
稿
者
は
、
こ
れ
ら
の

中
に
、「
一
秀
」「
園
美
」
夫
婦
は
居
る
筈
が
な
い
と
頭
か
ら
決
め
つ
け
て
い
た
た

め
に
、
資
料
を
点
検
す
る
こ
と
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
松
代
藩
真
田

幸
弘
の
俳
諧
資
料
調
査	（
８
） 

に
参
加
頂
い
て
い
た
玉
城
司
氏
に
、「
一
秀
」「
園
美
」

の
こ
と
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
鶴
岡
の
酒
井
忠
徳
で
は
な
い
か
と
の

助
言
を
頂
い
た	（
９
）。
忠
徳
の
場
合
は
、
凡
兆
・
玉
兆
夫
婦
で
、
資
料
の
中
の
他
の

様
々
な
俳
名
や
別
号
と
は
全
く
関
係
な
い
と
決
め
込
ん
で
い
た
点
を
指
摘
さ
れ
た

こ
と
に
気
付
き
、
資
料	（
10
） 

全
体
を
見
直
し
て
み
る
と
、
一
秀
・
園
美
が
揃
っ
て
一

座
し
、
か
つ
年
次
が
明
ら
か
な
資
料
二
点
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
一

つ
は
、
資
料
（
一
）
の
天
明
七
年
十
二
月
の
二
百
韻
で
、
点
者
は
園
女
。
園
女
の

評
は
、
三
十
五
点
一
秀
公
、
三
十
点
園
美
子
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
一
点
は
、
資

料
（
九
）
の
寛
政
元
年
九
月
の
興
行
の
、
會
主
園
美
と
あ
る
、
𨿸
口
評
百
韻
で
、

𨿸
口
の
評
は
、
四
十
二
点
一
秀
、
三
十
八
点
園
美
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料

（
六
）
天
明
七
年
十
二
月
の
百
韻
の
懐
紙
帖
に
は
、
表
紙
に
大
き
く
「
初
月
堂
」
と

書
か
れ
た
も
の
、
資
料
（
三
・
七
）
に
は
「
隺
風
亭
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
資
料
の
み
か
ら
も
い
ま
紹
介
し
て
い
る
改
名
披
露
懐
紙
帖
の
一
秀
・
園

美
に
重
さ
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
懐
紙
帖
に
記
さ
れ
て
い
た

一
秀
の
改
名
前
の
俳
名
「
秀
山
」
と
園
美
の
改
名
前
の
俳
名
「
秀
扇
」
の
短
冊
が
、

酒
井
家
俳
諧
資
料
の
短
冊
の
中
に
、
秀
山
七
枚
（
一
三
五
一
・
一
六
六
七
・
一
八

六
六
・
一
八
六
七
・
五
三
八
・
一
三
二
六
・
一
二
二
六
）、
一
秀
一
枚
（
一
三
五
）

の
計
八
枚
と
園
美
の
短
冊
二
枚
（
五
九
八
・
一
八
〇
二
）
が
残
さ
れ
て
い
た
。
注

意
さ
れ
る
の
は
秀
山
の
短
冊
の
中
に
秀
山
時
代
の
別
号
「
延
敷
庵
」
が
見
い
出
せ

る
こ
と
（
短
冊
一
三
五
一
）
と
、
二
枚
の
短
冊
の
裏
書
に
年
月
日
が
記
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
短
冊
（
一
三
二
六
）、「
根
に
か
へ
る
は
る
の
と
ま
り
や
花
う

つ
木
」
の
裏
に
「
月
次　

天
明
元
年
四
月
五
日　

御
当
座
」
と
あ
り
、
七
枚
目
の

「
と
ふ
物
は
に
ほ
ひ
は
か
り
に
か
せ
の
梅
」
の
裏
に
「
天
満
宮
手
向　

安
永
九
年
二

月
廿
五
日　

当
座
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
秀
山
時
代
に
は
、
別
号
を
「
延

敷
庵
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
一
漁
か
ら
も
ら
っ
た
、「
初
月
堂
」

と
は
別
の
い
ま
一
つ
の
別
号
「
藤
窓
」
の
号
を
、
年
次
の
分
か
る
資
料
と
し
て
は
、

資
料
（
一
〇
）
寛
政
元
年
十
一
月
十
三
日
即
判
の
百
韻
で
用
い
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
し
か
し
、
園
美
の
前
号
、
秀
扇
の
年
次
の
わ
か
る
例
は
、
残
念
な
が
ら

見
い
出
し
え
な
い
が
、
年
次
不
明
の
も
の
が
四
例
あ
る
。
こ
の
四
例
で
注
意
さ
れ

る
の
は
、
ど
れ
も
が
凡
兆
と
一
緒
に
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
資
料
（
六
六
）
続

四
百
韻
、
資
料
（
六
八
）
二
百
五
拾
韻
、
資
料
（
七
二
）
三
百
韻
の
中
の
連
衆
と

し
て
、
ま
た
資
料
（
一
三
三
）
評
点
紙
の
中
の
点
者
と
し
て
で
あ
る
。
な
ぜ
、
凡

兆
名
と
秀
扇
名
と
の
組
合
せ
が
出
て
き
て
い
る
の
か
、
現
時
点
で
は
わ
か
ら
な

い
。
後
考
を
侍
つ
こ
と
に
し
た
い
。
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い
ま
、
婦
人
秀
扇
・
園
美
名
の
対
と
し
て
、
夫
一
秀
・
凡
兆
の
俳
名
が
出
て
く

る
こ
と
を
確
か
め
た
の
で
あ
る
が
、
年
時
日
の
わ
か
る
俳
名
凡
兆
の
最
も
早
い
用

例
は
、
資
（
一
一
）
の
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
二
月
四
日
の
百
韻
で
あ
る
。

そ
れ
以
後
の
俳
名
の
記
し
方
は
、
資
料
（
一
三
）
寛
政
三
年
九
月
七
日
の
連
寿
観

凡
兆
、
資
料
（
四
四
）
寛
政
五
年
十
二
月
の
初
月
堂
公
、
資
料
（
四
六
）
寛
政
六

年
六
月
廿
一
日
の
春
花
園
凡
兆
公
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
俳
名
凡
兆
を
専
ら
に
用

い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
別
号
に
つ
い
て
は
、
一
秀
時
代
の
「
初
月
堂
」
を
用

い
る
と
同
時
に
、
新
た
に
、「
連
寿
観
」「
春
花
園
」
の
号
を
用
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る	（
11
）。
一
方
婦
人
園
美
も
改
名
し
「
玉
兆
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
最

も
早
い
例
は
、
資
料
（
一
五
）
寛
政
三
年
十
一
月
八
日
の
続
五
百
五
拾
韻
の
連
衆

と
し
て
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
は
、
夫
凡
兆
と
並
ん
で
出

て
い
る
。
年
時
日
の
わ
か
る
寛
政
七
年
十
一
月
迄
の
資
料
の
中
に
は
、
玉
兆
の
別

号
な
ど
は
見
い
出
し
え
な
い
。
た
だ
し
、
資
料
（
二
三
）
で
は
「
玉
兆
婦
人
」（
袋
）

と
書
か
れ
た
例
が
あ
っ
て
注
意
さ
れ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
凡
兆
・
玉
兆
の
俳
名

は
、
一
秀
・
園
美
を
再
び
改
名
し
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
い
ま
紹
介
し
て
い
る
一
秀
改
名
披
露
の
祝
い
の
懐
紙
帖

と
同
じ
様
な
凡
兆
改
名
披
露
の
祝
い
の
摺
物
懐
紙
帖
が
摺
り
出
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
懐
紙
帖
は
、
や
は
り
二
枚
で
、
い
う
ま
で
も

な
く
一
枚
目
は
凡
兆
、
二
枚
目
は
、
お
そ
ら
く
婦
人
玉
兆
の
改
名
披
露
の
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
凡
兆
・
玉
兆
二
人
の
改
名
披
露
懐
紙
帖
摺
物

の
出
現
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

続
い
て
、
本
懐
紙
帖
第
一
丁
裏
の
「
其
引
」
に
並
ん
で
い
る
発
句
十
三
句
の
作

者
達
で
あ
る
が
、
こ
の
十
三
名
の
俳
名
と
、
そ
の
内
の
改
名
前
の
俳
名
が
わ
か
る

六
名
を
合
わ
せ
て
、
都
合
十
九
名
が
、
酒
井
家
俳
諧
資
料
と
ど
の
程
度
の
重
な
り

を
示
し
て
い
る
か
を
見
て
み
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

秀
詩　

 

資
料
（
一
二
）（
一
四
）（
一
六
）（
四
四
））
九
三
）（
一
五
八
）

　

  

赤
田
（
改
名
前
）
短
冊
（
五
四
九
）（
一
〇
一
）（
五
八
八
）（
一
二
〇
一
）（
一

七
六
九
）（
一
二
〇
三
）（
一
九
三
〇
）

秀
雅　

 

資
料
（
一
二
）（
一
六
）（
四
〇
）（
六
八
）（
七
三
）（
九
三
）（
一
四
二
）

（
一
五
三
）

　

  

帰
若
（
改
名
前
）
短
冊
（
一
三
四
九
）（
一
六
三
〇
）（
五
四
一
）

秀
鯉　

資
料
（
一
二
）（
一
六
）（
九
三
）

　

  

梅
露
（
改
名
前
）
資
料
な
し

秀
漁　

 

資
料
（
一
二
）（
一
四
）（
一
六
）（
二
五
）（
四
四
）（
六
一
）（
八
〇
）

（
九
三
）（
一
三
四
）（
一
五
一
）（
一
五
八
）（
一
六
〇
）（
一
六
二
））（
一

六
三
）

　

  

梅
ト
（
改
名
前
）
短
冊
（
一
八
六
二
）

秀
和　

資
料
な
し

　

㕝
長
（
改
名
前
）
短
冊
（
一
七
〇
六
）（
五
四
八
）（
五
四
〇
）

秀
東　

資
料
（
一
二
）（
一
六
）（
九
三
）

　

五
栁
（
改
名
前
）
資
料
な
し

露
ト　

資
料
（
一
六
）（
九
三
）

雨
暁　

資
料
な
し

初
酔　

資
料
な
し

五
隺　

資
料
な
し

帰
夕　

資
料
（
一
六
）（
九
三
）（
一
四
〇
）

隺
聲　

 
資
料
（
五
）（
一
二
）（
一
六
）（
四
〇
）（
六
一
）（
六
八
）（
七
三
）
九
三
）

（
一
四
四
）　

短
冊
（
一
七
〇
八
）（
五
四
二
）（
一
七
〇
八
）（
五
四
二
）



46

二
紅　

資
料
な
し

本
懐
紙
帖
で
改
名
披
露
を
し
た
六
人
と
改
名
し
て
い
な
い
他
の
七
人
を
合
わ
せ
た

十
三
人
の
俳
名
（
俳
名
数
は
、
一
九
の
内
の
九
人
（
俳
名
数
は
十
二
）
が
重
な
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
九
名
の
内
の
三
名
は
、
酒
井
家
に
仕
え
た
藩
士
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
第
一
人
目
の
「
秀
雅
」
の
名
は
、
酒
井
忠
徳
を
中
心
と

し
て
、
文
化
七
年
三
月
の
花
見
の
和
歌
・
俳
諧
発
句
九
十
六
章
を
集
め
た
鶴
岡
市

郷
土
資
料
館
蔵
〔
酒
井
忠
徳
公
俳
句
集
〕
大
本
一
冊
写
本
に
「
袮
津
郷
右
エ
門
秀

雅
」
の
名
で
、
和
歌
一
首
と
俳
諧
発
句
一
句
「
と
し
毎
に
盛
り
久
し
き
桜
哉
」
が

出
て
い
る
。
こ
の
祢
津
郷
右
エ
門
の
名
は
、
鶴
岡
の
人
名
辞
典
類
に
も
見
い
出
し

え
な
い
が
、
和
田
行
信
著
『
存
耳
録
』（
明
治
三
十
六
年
自
序
活
版　

架
蔵
）
に
、

一
回
だ
け
祢
津
郷
右
エ
門
の
咄
が
出
て
く
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
祢
津
は
江
戸
詰

の
近
習
頭
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る	（
12
）。
第
二
番
目
に
出
て
く
る
の
は
露
ト
で
、
俳

諧
発
句
「
ふ
く
は
内
御
庭
そ
と
な
り
千
代
桜
」
の
詠
者
名
露
ト
の
右
肩
に
、
実
名

が
土
屋
才
蔵
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
新
編
庄
内
人
名
辞
典
』	（
13
）
に
よ
れ
ば
、
百
五
十

石
を
食
ん
だ
、
土
屋
久
右
衛
門
久
明
の
養
子
と
あ
る
。
次
の
第
三
人
目
は
、
俳
諧

発
句
「
仰
み
る
花
や
ち
と
せ
を
か
さ
し
草
」
の
作
者
秀
東
で
、
右
肩
に
実
名
が
「
氏

家
弥
兵
衛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
新
編
庄
内
人
名
辞
典
』
に
、
寛
永
二
年
に
庄
内

藩
主
酒
井
忠
勝
に
家
禄
百
五
十
石
で
召
抱
え
ら
れ
た
氏
家
弥
兵
衛
の
記
事
が
あ
る

が
、
こ
の
弥
兵
衛
の
子
孫
か
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
の
見
い
出
せ
な
い
残
り
の
四

名
も
、
少
な
く
と
も
こ
の
一
秀
・
園
美
の
改
名
祝
い
に
か
か
わ
っ
て
い
た
わ
け

で
、
酒
井
家
縁
故
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
、
こ
の
十
三
名
が
、
具
体
的
に
誰
れ
で
あ
っ
た
か
を
検
証
す
る
ま
で
に
は
到
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
江
戸
座
の
俳
諧
の
連
衆
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
検
証
も
後
考
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

次
に
本
懐
紙
帖
の
挿
絵
の
画
者
玉
梅
斎
東
旭
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
説
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
前
に
少
し
く
触
れ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
豪
華

な
多
色
摺
の
俳
諧
懐
紙
帖
板
行
の
背
景
に
は
、
宝
暦
・
明
和
期
（
一
七
五
一
～
一

七
七
一
）
よ
り
盛
ん
と
な
っ
た
多
色
摺
の
挿
絵
を
持
つ
俳
書
と
俳
諧
一
枚
摺
の
流

行
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
名
と
そ
の
周
辺
の
俳
人
た
ち
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
紹
介
し
て
い
る
こ
の
俳
諧
懐
紙
帖
の
豪

華
さ
を
は
る
か
に
越
え
た
、
絵
本
と
も
言
わ
れ
て
い
る
多
色
摺
の
華
麗
な
挿
絵
を

持
つ
俳
書	（
14
）『
海
の
幸
』（
宝
暦
十
二
年
刊
、
魚
類
図
録
と
も
）
や
『
山
の
幸
』（
明

和
二
年
、
植
物
昆
虫
図
録
と
も
）
に
は
、
大
名
俳
人
が
多
数
入
集
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
俳
諧
一
枚
摺
は
現
在
、
宝
永
期
（
一
七
〇
四
～
一
七
一
〇
）
の
肥

前
大
村
藩
第
六
代
大
村
蘭
台
の
色
摺
り
の
も
の
が
最
も
早
い
と
さ
れ
て
い
る	（
15
） 

が
、
そ
れ
以
後
急
速
に
、
大
名
だ
け
で
な
く
一
般
に
も
広
が
り
、
蕪
村
も
ま
た
愛

好
し
、
多
く
の
摺
物
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
流
行
は
幕
末

明
治
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
近
世
後
期
、
即
ち
宝
暦
か
ら
文
化
年
間
（
一
八
〇

四
～
一
八
一
七
）
に
か
け
て
、
一
枚
摺
の
作
製
に
最
も
熱
心
で
あ
っ
た
大
名
の
一

人
が
、
信
州
松
代
藩
第
六
代
真
田
幸
弘
、
俳
名
菊
貫
で
あ
っ
た
。
真
田
宝
物
館
の

山
中
さ
ゆ
り
氏
の
報
告	（
16
） 

に
よ
れ
ば
、「
現
在
菊
貫
の
も
の
と
し
て
確
認
さ
れ
て

い
る
の
は
二
十
九
点
二
十
五
種
類
で
、
大
き
さ
も
様
々
」
で
あ
る
が
、「
上
品
な
絵

柄
と
色
あ
い
は
菊
貫
の
好
み
を
反
映
し
」
た
も
の
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、

特
大
の
「
天
明
元
年
夏
興
行
俳
摺
一
枚
摺
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
大

奉
書
全
紙
を
懐
紙
折
に
し
、
折
の
表
右
か
ら
三
分
の
二
に
鵜
飼
の
絵
（
画
者
名
無

し
）
を
描
き
、
残
り
三
分
の
一
に
白
日
庵
菊
貫
の
発
句
「
川
つ
ら
に
鵜
の
吐
出
す

や
後
夜
の
月
」
一
句
を
載
せ
、
裏
に
「
雑
夏　

松
城
」
の
詞
書
を
置
い
て
十
三
名
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の
発
句
を
並
べ
、
そ
の
後
に
「
軸
」
と
記
し
て
、
菊
貫
の
俳
諧
の
宗
匠
太
初
の
発

句
を
載
せ
、
末
尾
に
「
天
明
元
（
一
七
八
一
年
）
仲
夏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
内

容
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
絵
図
と
雑
夏
詠
十
三
句
と
軸
の
発
句
一
句
の
配
置
、
ま

た
、
年
時
の
記
入
具
合
も
、
い
ま
紹
介
し
て
い
る
改
名
披
露
絵
入
俳
諧
摺
物
懐
紙

帖
に
酷
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
違
い
は
、
二
枚
目
、
す
な
わ
ち
二
枚
の
折
を
重

ね
て
紅
白
の
水
引
で
結
ん
で
い
な
い
と
い
う
点
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
菊
貫
の
一
枚

摺
と
の
酷
似
性
は
、
菊
貫
と
一
秀
こ
と
酒
井
忠
徳
が
、
常
々
俳
諧
に
同
座
し
、
極

め
て
近
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
酒
井
家
俳
諧
資
料
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
も
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
大
奉
書
紙
を
用
い
た
絵
入
俳
諧
摺
物
懐
紙
帖
が
、
庄
内
藩
の
支
藩

松
山
酒
井
家
で
も
摺
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
蔵
の
写
本
『
旧

藩
主
御
代
々
発
句
集
』（
半
紙
本　

一
冊
）
か
ら
知
ら
れ
る
。
必
要
部
分
を
摘
記
す

れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

 

「
光
照
院
殿
耳
順
御
祝
并
御
築
城
御
チ
ョ
ウ
ナ
立
御
式
ニ
付
諸
公
方
玉
詠
摺
物
写
」

と
題
し
、
秀
井
・
米
徳
・
菊
貫
・
湖
春
・
芝
海
・
甘
棠
・
傘
露
・
三
千
人
・
星
々

庵
祇
井
・
車
文
（
時
ノ
御
家
老
塚
越
常
右
エ
門
）・
一
栁
・
蘭
陵
・
壽
ト
・
錦
江
・

吐
青
・
雨
朝
・
夏
扇
・
文
水
・
止
暁
・
到
来
・
如
泥
・
歌
鐘
・
紫
扇
・
砂
上
・

（
軸
）
祇
徳
の
計
二
十
五
名
の
発
句
を
載
せ
、
年
時
を
「
右
安
永
甲
午
春
」
と
記
し

た
後
に
、

 

大
奉
書
ニ
壽
ノ
字
ヲ
篭
字
ニ
シ
テ
、
其
中
ニ
御
名
々
玉
詠
ニ
ナ
ル
。
其
外
ニ
番

匠
二
人
、
烏
帽
子
直
垂
ニ
、
弓
矢
、
蕪
根
狩
俣
二
筋
、
舞
霍
十
羽
余
、
御
築
城

テ
フ
ナ
立
式
ト
云
此
書
、
上
郷
新
田
村
菅
原
彌
五
右
エ
門
、
當
荒
町
田
宮
五
良

兵
衛
所
蔵
申
候

と
あ
る
。
記
事
に
あ
る
懐
紙
帖
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
松
山
藩
第
三
代

藩
主
酒
井
忠た
だ

休よ
し

の
耳
順
（
六
十
歳
）
の
賀
と
松
山
城
築
城
の
手
斧
立
祝
い
の
た
め

に
摺
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
四
句
と
軸
一
句
、
計
二
十
五
句
の
発
句

と
、
図
柄
の
様
子
か
ら
見
て
、
こ
の
懐
紙
帖
も
、
い
ま
紹
介
し
て
い
る
「
改
名
披

露
絵
入
俳
諧
摺
物
懐
紙
帖
」
と
全
く
同
じ
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
本
懐
紙
帖
の
絵
師
「
玉
梅
斎
東
旭
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

前
述
し
た
松
代
藩
六
代
藩
主
菊
貫
の
俳
諧
一
枚
摺
の
絵
師
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

浮
世
絵
師
歌
川
豊
広	（
17
） 

だ
っ
た
。
豊
広
は
、
歌
川
豊
春
門
で
別
号
一
栁
斎
。
初
代

広
重
の
師
と
し
て
知
ら
れ
た
著
名
な
絵
師
で
あ
っ
た
が
、
本
懐
紙
帖
の
画
者
「
玉

梅
斎
東
旭
」
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
画
家
人
名
辞
書
』	（
18
）
に
、「
東
旭
」
の
記
事
、

「
村
上
東
旭
ハ
加
賀
ノ
人
ナ
リ
。
畫
ヲ
岸
駒
ニ
学
デ
、
能
ク
其
法
ヲ
得
タ
リ
。
天
保

年
中
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
四
）。」
が
あ
る
だ
け
で
「
玉
梅
斎
」
に
つ
い
て
は
全

く
手
懸
り
も
見
い
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
本
懐
紙
帖
の
挿
絵
の
持
つ
豪
快
さ
と
迫

力
に
は
、
力
が
あ
り
当
時
名
の
通
っ
た
絵
師
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思

う
。
い
ま
引
用
し
た
『
本
朝
画
家
人
名
辞
書
』
の
「
東
旭
」
は
、「
天
保
年
中
」
の

人
と
あ
る
わ
け
で
、
時
代
が
少
々
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
浮
世
絵
の
専
家
高

杉
志
緒
氏
に
助
言
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ハ
ウ

ス
弘
前
で
得
ら
れ
た
資
料
「
雪
舟
／
菅
原
東
旭
謹
写
／
天
神
／
木
板
」
の
画
面
六

図
を
紹
介
し
て
頂
い
た
。
そ
こ
で
、
今
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

に
詳
し
い
大
庭
卓
也
氏
に
依
頼
し
て
注
文
し
て
頂
い
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
架
蔵

に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
「
菅
原
東
旭
謹
写
」
の
「
天
神
図
」（
軸
物　

紙
本　

縦
四
七
・
四
×
横
二

六
・
一
糎　

木
板
）
に
は
、
図
と
は
別
に
摺
り
出
さ
れ
た
、
こ
の
天
神
図
の
成
立

過
程
を
説
明
し
た
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
二
月
の
日
付
を
持
つ
藤
原
基も
と

理ま
さ

の

一
枚
摺
の
文
章
（
軸
装
の
地
の
裏
側
に
貼
付
）
が
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
文
章
の
全
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部
を
紹
介
す
る
と
、
仮
題
〔
東
旭
画
菅
神
像
附
録
解
説
摺
物
〕（
縦
一
〇
・
二
×
横

二
八
・
〇
糎　

木
板
）
は
、
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

可カ
ケ

畏マ
ク

モ
賢

カ
シ
コ
キ

菅
神
ノ
聖セ

イ

徳ト
ク

、
誰
人
カ
崇ソ

ウ

敬ケ
イ

セ
サ
ラ
ン
。
畫グ

ワ

圖ト

ニ
尊
像
ヲ
模モ

シ
、
墨ホ

ク

筆ヒ
ツ

ニ
神シ

ン

號カ
ウ

ヲ
認ト

メ

テ
、
貴キ

賤セ
ン

翁ヲ
ウ

児ジ

禮ラ
イ

拝ハ
イ

ス
ル
コ
ト
、
古
往
今
來
一イ

ツ

也
。
粤コ

ヽ

ニ
、
雪
舟
ノ

圖ツ

ス
ル
處
ノ
聖セ

イ

像ソ
ウ

、
誹
林
隺
海
鈎
月
堂
一
漁
ナ
ル
者
、
コ
レ
ヲ
曩ノ

ウ

祖ソ

ニ
傳
テ
、
已

ニ
四
世
、
尊ソ
ン

信シ
ン

又
一
日
ノ
如
シ
。
嘗カ

ツ

テ
彼カ

ノ

雅ガ

廬ロ

ニ
就ツ

イ

テ
、
恭

ウ
ヤ
〳
〵シ

ク
コ
レ
ヲ
摸モ

冩シ
ャ

シ
、
普ア

マ
ネク
世
ニ
擴

ヲ
シ
ヒ

コロ
メ
ント
ヲ
願
フ
。
今
幸サ

イ
ハ
イニ
東
旭
菅
原
富
信
、
頗

ス
コ
ブ
ル

丹タ
ン

青セ
イ

ヲ
以
テ
聞キ

コ

フ
。
其
畫ク

ワ

也ヤ

、
其
姓セ

イ

也ヤ

、
因チ

ナ
ムニ
足タ

レ
リ
。
仍
之
櫻
ニ
鐫エ

ツ

テ
、
師
家
鈎
月
堂
ニ
與ア

タ

フ
、

豈ア
ニ

不セ
イ
ジ
ナ
ラ
ザ
ラ
ン
ヤ

盛
事
乎
。

武
城
西
雉
橋　

藤
原
朝
臣
基
理
敬
誌　

干
時
寛
政
四
壬
子
歳
二
月

　

い
ま
、
こ
の
文
章
を
要
約
す
れ
ば
、「
江
戸
座
之
宗
匠
隺
海
鈎
月
堂
第
四
世
一

漁
」
は
、
初
代
一
漁
よ
り
伝
え
ら
れ
た
雪

舟
筆
の
菅
神
像
を
所
蔵
し
て
い
た
が
、
彼

は
、
こ
の
図
を
世
に
広
め
よ
う
と
思
い
、

い
ま
評
判
の
絵
師
「
東
旭
菅
原
富
信
」
に

摸
写
を
依
頼
し
、
摺
物
と
し
て
板
行
し
た

の
が
こ
の
図
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
て
、
こ
の
解
説
文
を
書

い
た
藤
原
朝
臣
基も
と

理ま
さ

は
、
三
千
五
百
五
十

石
余
を
食は

ん
だ
旗
本
大
澤
基
之
で
、
寛
政

元
年
（
一
七
八
九
）
従
五
位
下
侍
従
に
叙

任
さ
れ
、
奥
高
家
見
習
と
な
り
、
同
六
年

（
一
七
九
四
）
奥
高
家
兼
右
京
大
夫
と

な
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
四
世
一
漁
と
親

し
く
、
俳
名
を
金
稲
、
別
号
を
盛
窓
と
称

し
た
こ
と
が
、
前
掲
『
俳
諧
點
印
譜
』
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
一
秀
改
名
披
露
の
本

懐
紙
帖
の
絵
師
「
東
旭
」
が
、
こ
の
「
天

神
図
」
の
画
者
「
東
旭
」
で
あ
る
こ
と
は

落
款
印
「
菅
原
」
と
「
富
」
と
が
あ
る
こ

と
で
証
明
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

最
後
に
図
柄
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く

と
、
一
の
折
の
一
秀
へ
の
祝
い
の
図
「
松

に
藤
」
に
は
、「
松
」
に
は
、
徳
川
家
松
平
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氏
の
繁
栄
を
祈
る
と
同
時
に
一
秀
子
の
末
永
い
命
を
祈
願
す
る
意
を
込
め
、「
藤
」

に
は
一
秀
の
別
号
「
藤
窓
」
の
「
藤
」
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
の

折
の
園
美
へ
の
祝
い
の
図
「
桜
」
と
「
鶴
」
に
は
、
園
美
の
二
つ
の
別
号
「
隺
風

亭
」
と
「
櫻
婦
人
」
の
「
隺
」
と
「
櫻
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
る
ま
い
。

注（
１
） 

『
日
本
書
誌
学
大
系
78　

俳
諧
點
印
譜
』　

青
裳
堂
書
店　

平
成
一
〇
年
一
〇
月
刊
。

（
2
） 

注
（
1
）
に
同
じ
。

（
3
） 

鈴
木
勝
忠
氏
編
『
未
刊
雑
俳
資
料
三
十
一
期
５　

誹
諧
種
卸
十
四
編
』　

昭
和
四
〇
年

四
月
刊
。

（
4
） 

西
田
耕
三
「
大
名
俳
諧
―
細
川
重
賢
の
場
合
―
」『
雅
俗
』
第
四
号　

平
成
九
年
一

月
刊
。

（
5
） 

拙
稿
『
酒
井
忠
徳
・
和
歌
俳
諧
資
料
展
』
Ⅱ
俳
諧
（
第
一
部
）
解
説
「
凡
兆
公
・
玉

兆
婦
人
の
俳
諧
愛
好
」
の
項
参
照
。
平
成
七
年
一
〇
月
。

（
6
） 

拙
稿　

講
演
録
「
松
平
文
庫
に
み
る
大
名
の
俳
諧
」『
平
成
十
九
年
度
郷
土
史
を
学
ぼ

う
会
資
料
集
』
島
原
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団
島
原
図
書
館　

平
成
二
〇
年
三
月
刊
。

（
7
） 

伊
藤
善
隆
「
真
田
幸
弘
の
俳
諧
」『
文
人
大
名
真
田
幸
弘
と
そ
の
時
代
』
長
野
市
教
育

委
員
会
文
化
財
課
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所　

平
成
二
四
年
九
月
刊
。

（
8
） 

拙
稿
「
真
田
幸
弘
の
俳
諧
」『
近
世
中
・
後
期
松
代
藩
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・

漢
詩
文
及
び
諸
芸
に
関
す
る
研
究
』　

平
成
十
七
年
度
～
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

一
七
三
二
〇
〇
四
〇
研
究
成
果
報
告
書
。
平
成
二
〇
年
三
月
刊
。

（
9
） 

福
井
久
蔵
著
『
諸
大
名
の
学
術
と
文
芸
の
研
究
』（
昭
和
一
二
年
刊　

昭
和
五
一
年
原

書
房
復
刊
）
五
四
一
頁
に
、「
始
め
一
秀
と
い
ひ
、
後
凡
兆
と
改
む
」
と
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
10
） 

資
料
お
よ
び
短
冊
の
番
号
は
、
平
成
十
一
年
度
～
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基

盤
研
究
（
Ｂ
）（
二
）
研
究
成
果
報
告
書
（
概
要
）「
庄
内
藩
主
酒
井
家
を
中
心
と
し
た

諸
大
名
の
和
歌
・
俳
諧
及
び
文
事
に
関
す
る
研
究
」
平
成
一
五
年
三
月
刊
所
収
。　

４

研
究
成
果
の
報
告
及
び
資
料
の
概
要　

そ
の
一
「
庄
内
酒
井
家
致
道
博
物
館
蔵
酒
井
忠

徳
和
歌
俳
諧
資
料
集
」
の
内
の
井
上
敏
幸
編
第
二
部
「
俳
諧
」
所
収
「
酒
井
家
俳
諧
資

料
目
録
」
に
よ
る
（
平
成
一
五
年
三
月
刊
）。

（
11
） 

注 （
9
） 

で
福
井
久
蔵
は
、
別
号
が
他
に
も
「
鳳
琴
・
延
麿
・
三
千
春
・
春
歌
亭
・
連

樹
観
」
な
ど
が
あ
り
、
致
仕
後
は
「
尤
瓢
」
と
号
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
こ
れ
ら
の
別
号
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
調
査
が
要
請
さ
れ
る
。

（
12
） 

『
存
耳
録
』
の
記
事
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。「
祢
津
郷
右
エ
門
（
御
近
習
頭
取
）
ガ

宅
ヘ　

公
度
々
御
立
寄
被
遊
。
祢
津
ハ
溜
池
ノ
近
邊
（
代
官
町
ヨ
リ
馬
場
町
ヘ
通
ル
右

角
當
時
朝
岡
ノ
屋
敷
）
ナ
レ
バ
、
溜
池
ニ
被

（
い
ら
せ
ら
る
ゝ
）

爲
入
毎
ニ
御
立
寄
、
御
辨
當
ハ
別
ニ
御
用

意
モ
ナ
シ
。
郷
右
衛
門
ガ
妻
、
毎
度
豆
腐
汁
、
折
節
ハ
金
頭
杯

（
な
ど
）ヲ

入
レ
テ
、
其
一
品
ニ

テ
御
膳
ヲ
指
上
ル
ニ
、
今
日
ノ
肴
ハ
甘
ク
給

（
た
べ
）タ
リ
杯
ト
御
意
有
テ
、
何（
い
）ツ
モ
御
機
嫌
ニ

テ
御
戻
リ
ア
リ
シ
ト
ソ
（
小
サ
キ
唐
金
鍋
ト
麁
末
ナ
ル
飯
鉢
ノ
小
ナ
ル
ヲ
、
上
ヘ
上
ゲ

タ
ル
品
也
ト
テ
、
後
ニ
迄
持
傳
エ
シ
ト
云
リ
）」。

（
13
） 

『
新
編
庄
内
人
名
辞
典
』
同
編
集
委
員
会
編　

昭
和
六
一
年
一
一
月
刊
。

（
14
） 

伊
藤
善
隆
「
多
色
摺
と
俳
諧
の
世
界
」
注
（
7
）『
文
人
大
名
真
田
幸
弘
と
そ
の
時
代
』

収
載
。

（
15
） 

雲
英
末
雄
「
俳
諧
一
枚
摺
に
つ
い
て
」『
日
本
書
誌
学
大
系
84　

俳
書
の
世
界
』　

青

裳
堂
書
店　

平
成
一
一
年
六
月
刊
。

（
16
） 

山
中
さ
ゆ
り
「
菊
貫
の
俳
諧
一
枚
摺
」
注
（
7
）『
文
人
大
名
真
田
幸
弘
と
そ
の
時
代
』

収
載
。

（
17
） 

雲
英
末
雄
「
真
田
菊
貫
の
俳
諧
一
枚
摺
」
注
（
15
）『
俳
書
の
世
界
』
収
載
。

（
18
） 

狩
野
壽
信
編
『
本
朝
画
家
人
名
辞
書
』
第
十
四
版　

大
倉
書
店
（
明
治
二
六
年
六
月

初
版
）
明
治
三
五
年
九
月
刊
。


